「介護老人保健施設 加瀬ウェルネスタウン」短期入所療養介護重要事項説明書

	当施設は介護保険法に基づく許可を受けています。
（宮城県指定0452680036号）


　当施設は利用者に対して短期入所療養介護サービスを提供致します。施設の概要や提供されるサービスの内容、利用上ご注意頂きたいことを次の通りご説明致します。

	※当サービスの利用は、原則として要介護認定の結果「要介護」と認定された方が対象となります。要介護認定をまだ受けていない方でもサービスの利用は可能です。



1.施設経営法人（事業者）
（１）法人名　　　　医療法人社団　喜英会
（２）法人所在地　　宮城県宮城郡利府町加瀬字北窪16番１
（３）電話番号　　　022-349-1717
（４）代表者名　　　理事長　伊藤 美代子

２．利用施設（事業所）
（１）施設名称　　　介護老人保健施設　加瀬ウェルネスタウン
（２）施設所在地　　宮城県宮城郡利府町加瀬字北窪16番１
（３）電話番号　　　022-349-1717
（４）管理者　　　　高橋　英幸
（５）施設の目的
施設サービス計画に基づいて、看護、医学的管理の下における介護及び機能訓練、その他必要な医療並びに日常生活上のお世話を行うことにより、利用者がその有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことと共に、居宅における生活への復帰を目指します。
（６）施設の運営方針
精神的な自立、身体的な自立、社会的な自立といった三位一体の自立を目標に施設サービス計画を立て、スタッフ一同が一体となったリハビリの提供に努め、介護保険制度における在宅支援施設としての核となるサービスを提供します。
（７）開設年月日　　平成15年4月20日
（８）入所定員　50人（空床利用）
３．施設の概要
（１）建物の構造　　鉄筋コンクリート造＋鉄骨造　　3階建て一部平屋建
（２）建物の延べ床面積　　7138.30㎡

（３）併設事業
①介護老人保健施設　　（100人）
②通所リハビリテーション（定員90人）
（４）主な施設設備等の概要
当施設では以下の施設・設備等をご用意しています。
	居室・設備等の種類
	室数
	備考

	1人部屋（個室）
	100室
	10室１ユニット×10ユニット

	食事室
	10室
	各ユニットに1室

	機能訓練室
	2室
	

	特別浴室

一般浴室　　　　　
	6室

10室
	特別浴室１：４室（浴室を２ユニットで共用）
特別浴室２：２室（浴室を１ユニットで使用）
各ユニットに１室



４．施設の職員体制
当施設では、利用者に対して介護老人保健サービスを提供する職員として、以下の職種の職員を配置しています。
＜主な職員の配置状況＞
	職種
	常勤
	業務内容

	医師（施設長）
	１名
	利用者の病状に応じて適切な診療を行い、従事する職員等の管理・指導を行う。

	介護職員
	48名
	利用者の病状・心身の状況等に応じて介護を行う。

	看護職員
	10名
	利用者の病状・心身の状況等に応じて看護を行う。

	支援相談員
	3名
	利用者またはその家族等の相談に適切に応じ、必要な助言その他援助を行う。

	作業療法士
	3名
	利用者の機能訓練を行う。

	介護支援専門員
	１名
	利用者の心身の状況等に応じて施設サービスを利用できるように各市町村、各事業所との連絡調整等を行う。

	管理栄養士
	1名
	利用者の栄養管理を行う。

	事務員
	1名
	請求書作成等の事務を行う。

	その他
	1名
	用度管理・送迎業務・庶務・総務等を行う。






＜勤務体制＞
	職種
	勤務体制

	医師（施設長）
	月～金曜日　8：30～17：30　　　　　　　    　　　　　　　1名

	介護職員
	標準的な時間帯における最低配置人員
早番： 　6：30  ～  15：30　　　　　　　　　　　　   　 10名
日勤：　10：00  ～  19：00 　　     　　　 　　　　　　 10名
遅番：  13：00　～　22：00　　　　　　　   　　　　　　  8名
夜勤：  22：00　～　翌日7：00　  　　　     　　　　　　 8名

	看護職員
	標準的な時間帯における最低配置人員
日勤：　8：30　～　17：30　　　　　　　　　　　    　　　4名
夜勤： 16：30　～　翌日9：30　　　　　　　　　    　　　 1名

	支援相談員
	月～日曜日　8：30～17：30　　　　　　　　　　　    　　  3名

	言語聴覚士
	月～土曜日　8：30～17：30　　　　　　　　　　　      　　1名

	作業療法士
	月～土曜日　8：30～17：30　　　　　　　　　　　　        3名

	介護支援専門員
	月～日曜日　8：30～17：30　　　　　　　　　　　　    　　１名

	栄養士
	月～日曜日　8：30～17：30　　　　　　　　　　　　    　　1名

	事務員（その他）
	月～日曜日　8：30～17：30　　　　　　　　　　　　    　　1名



５．当施設が提供するサービスと利用料金
　当施設では、利用者に対して以下のサービスを提供致します。
（１）介護保険の給付対象となるサービス
以下のサービスについては、食事を除く利用料金の大部分(通常8割～9割)が介護保険から給付されます。
＜サービスの概要＞
1 施設サービス計画の立案
2 食事(食事時間) 朝食－7：30～8：30 昼食－12：00～13：00 夕食－18：00～19：00
当施設では、栄養士(管理栄養士)の立てる献立により、栄養のバランス、身体状況、嗜好を考慮したお食事を提供しています。また、食事は利用者の希望により、居室で召し上がって頂くこともできます。
3 入浴（入浴時間）　　9：00～20：00
入浴又は清拭を最低週2回行います。寝たきりでも機械浴槽を使用して入浴することができます。
4 介護
施設サービス計画に基づき実施します。退所時の支援も行います。


5 機能訓練
理学・作業療法士により、利用者の心身等の状況に応じて評価を実施し、日常生活を送るのに必要な機能の維持・回復又はその減退を防止するための日常生活動作を主にしたリハビリテーションを実施します。
6 医学的管理・看護
医師や看護職員が、健康管理を行います。
7 その他自立への支援
· 寝たきり防止のため、できる限り離床に配慮します。
· 生活のリズムを考え、毎朝夕の着替えを行うよう配慮します。
· 清潔で快適な生活が送れるよう、適切な整容が行われるよう援助します。


＜サービス利用料金＞
　下記の利用料金によって、利用者の要介護度に応じたサービスの利用料金から介護保険給付費額を除いた金額(自己負担額)をお支払い下さい。サービスの利用料金は、利用者の要介護度に応じて異なります。
尚、利用期間中に介護保険法等の改正のより利用料金の変更が生じた場合には、変更後の料金となります。

基本料金

	
	要介護
１
	要介護
２
	要介護
３
	要介護
４
	要介護
５

	1割負担額(1日)
	829円
	874円
	936円
	989円
	1,040円

	滞在費(１日)
	1,970円
	1,970円
	1,970円
	1,970円
	1,970円

	朝食代（１食）
	400円
	400円
	400円
	400円
	400円

	昼食代（１食）
	480円
	480円
	480円
	480円
	480円

	夕食代（１食）
	500円
	500円
	500円
	500円
	500円

	自己負担額
(1日)
	4,179円
	4,224円
	4,286円
	4,339円
	4,390円


※2割負担の方は、上記［1割負担額］の部分が倍になります。


加算料金
	加算の種類
	加算の該当条件
	基準額
	自己負担分(1割)

	個別リハビリテーション実施加算
	1日20分以上の個別リハビリを行った場合
	2400円（1日）
	240円（1日）

	送迎加算
	送迎を実施した場合
	1840円（片道）
	184円（片道）

	療養食加算
	食事の提供が管理栄養士によって管理されている事（他）
	230円（1日）
	23円（1日）

	重度療養管理加算
	1200円（1日）
	120円（1日）

	サービス提供体制
強化加算
	介護職員の総数のうち、介護福祉士60％以上の場合
	 180円（1日）
	 18円（1日）

	夜勤職員配置加算
	20名の利用者に対し、1名以上の介護職員を配置している場合
	 240円（1日）
	24円（１日）

	緊急短期入所受入
対応加算
	7日を上限
	 900円（1日）
	90円（1日）

	緊急時施設療養費
	緊急時治療管理
	 5110円
	511円

	
	特定治療　
	診療・治療に応じて

	介護職員処遇改善加算（Ⅰ）
	所定単位数×39／1000



※２割の方は自己負担分が倍になります。

① 償還払い
　 利用者がまだ要介護認定を受けていない場合には、サービス利用料金の金額を一旦お支払い頂きます。要介護認定を受けた後、自己負担額を除く金額が介護保険から払い戻されます。償還払いとなる場合、保険給付の申請を行うために必要となる事項を記載した「サービス提供証明書」を交付します。
② 介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて、利用者の負担額を変更します。
③ 経済状況の著しい変化、その他やむを得ない理由がある場合、相当な額に変更することがあります。その場合事前に変更の内容と変更する事由について、変更を行う2ヶ月前までにご説明します。






（２）介護保険の給付対象とならないサービス
　　以下のサービスは、利用者のご希望による選択（任意）により実施し、利用料金の全額が利用者のご負担になりますので、別紙－１の「サービス利用申込み確認書」にてご確認させて頂きます。

＜サービスの概要と利用料金（1日当り）＞
① 特別室利用料
	居室Aタイプ
	2.500円
	移動風呂・可動家具・電気コンロ付ミニキッチン・　　テレビ・電話機　　　

	居室Bタイプ
	2.200円
	可動家具・電気コンロ付ミニキッチン

	居室Cタイプ
	      2.000円
	可動家具



② 日用品費（日用品提供費）1日あたりの料金：500円
日常使用するティッシュペーパーやウェットティッシュ、入浴時等に石鹸・シャンプー・タオル類をご使用できます。おむつ代は介護保険給付対象となっていますのでご負担の必要はありません。
（内訳）　タオルレンタル代　　　　  200円／1日
　　　  石鹸・シャンプー代　　　　 50円／1日
　 　ティッシュペーパー代　　　 50円／1日
　　 お茶・コーヒー・おしぼり  200円／1日
③ 電気使用料　1日あたりの料金：50円（1個あたり）
〈品目〉テレビ、冷蔵庫、電気毛布等。（通常、常時電源にコンセントを接続して
使用する電気製品。）
④ 私物洗濯代（私物洗濯サービス費）　　料金：500円（1回・1ネット）
　ご家庭での衣類洗濯の対応が困難な場合、施設側で対応いたします。

⑤ 理髪代　　料金：実費(別紙1)
　尚、理髪代は法人が利用者から受け取った後、業者に支払います。

⑥ 趣味活動材料費（趣味活動時の材料費）　料金：材料代等の実費（参加者のみ）
　利用者の希望により、当施設で実施する趣味活動に参加して頂くことができます。
　その他、季節に応じた行事があります。



（主な行事予定）
	月
	行　　　　事
	月
	行　　　　事

	１月
	お正月
	７月
	七夕まつり

	３月
	ひなまつり
	９月
	敬老会

	５月
	端午の節句
	12月
	クリスマス



（３）利用料金のお支払方法
　　利用料金は、1ヶ月ごとに計算し、ご請求いたしますので、請求書到着日より7日間以内に以下(①・②)のいずれかの方法でお支払い下さい。（1ヶ月に満たない期間のサービスに関する利用料金は、利用日数に基づいて計算した金額とします。）
　　①窓口での現金支払い（事務室）
　　②振込み：七十七銀行　利府支店
　　　　　　　普通預金　9076701　　　
医療法人社団　喜英会　理事長　伊藤美代子
　　（振込み手数料はご負担願います。）


６．入所者に係る往診及び通院(他科受診)について
① 比較的安定している病状に対する医療については施設で対応致します。利用者の傷病等から見て必要な場合には往診、通院を認めますが、不必要に往診を求めたり通院をさせることは認められません。
② 入所中の医療の提供について
　入所中に医療を必要とする場合は、ご希望により、下記協力医療機関において診療や入院治療を受けることができます。（但し、下記医療機関での優先的な診療・入院治療を保障するものではありません。また、下記医療機関での診療・入院治療を義務付けるものでもありません。）

１－①協力医療機関
	医療機関の名称
	宮城利府掖済会病院

	所在地
	宮城県利府町森郷字新太子銅51番地

	診療科
	内科、神経内科、呼吸器科、消化器科、循環器科
外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科（他）


　　







１－②協力医療機関
	医療機関の名称
	宮城厚生協会坂総合病院

	所在地
	宮城県塩釜市錦町16-5




　1－③協力医療機関
	医療機関の名称
	東北医科薬科大学病院

	所在地
	宮城県仙台市宮城野区福室一丁目12番1号





２協力歯科医療機関　
	医療機関の名称
	東北医科薬科大学病院

	所在地
	宮城県仙台市宮城野区福室一丁目12番1号

	医療機関の名称
	橘高第三歯科

	所在地
	宮城県富谷市あけの平二丁目4-4







③ 受診される場合は、提供している介護保険施設サービスについて必要な事項が記載されている入所者の健康手帳及び介護保険法12条第3項に規定する被保険者証を携えて受診しなければなりません。

７．他施設の紹介
当施設での対応が困難な状態になった時や専門的な対応が必要になった場合には、責任を持って他の機関をご紹介致します。

８．事故発生時の対応について
（１）緊急連絡先
　　サービス提供中に事故や利用者の容態の急変等、緊急の場合には、「同意書」にお書きいただいた連絡先に速やかにご連絡致します。
　　また、必要に応じて主治医、居宅支援事業者、行政機関等へも連絡・報告を致します。

（２）損害賠償について
　　当施設において、事業者の責任により利用者に生じた損害については、速やかに対処します。守秘義務に違反した場合も同様とします。但し、その損害の発生について、利用者に故意又は過失が認められる場合には、利用者の置かれた心身の状況を斟酌して相当と認められる時に限り、事業者の損害賠償責任を減じる場合があります。



（３）事故防止、再発防止対策
　　施設内に「リスク管理委員会」を設置し、又、「事故報告書」を整備し、事故防止、再発防止に日々努めております。

９．苦情(相談)の対応について
　当施設では、利用者、ご家族よりの苦情(相談)に適切に対応する体制を整備し、苦情(相談)受付担当者、苦情(相談)解決責任者、苦情(相談)対応委員会及び第三者委員を置き利用者、ご家族からの苦情(相談)に対応致します。
（１）苦情(相談)受付担当者　　    支援相談員　 武田 寿拓　　 相川 太我　 
　　  連絡先：022-349-1717　　　　　　　　    大友 恵里子　 佐藤 東恵
（２）苦情(相談)解決責任者　　理事長　　伊藤　美代子
（３）苦情(相談)対応委員会　　
　　　全職種より代表の職員（10名）と第三者委員（2名）にて構成
（４）第三者委員
	氏名
	当施設との関係
	連絡先

	水間　元治
	利府町行政区長・加瀬町内会長
	022-356-4046

	宮城　隆雄
	利府町民生委員児童委員協議会会長
	022-356-2639

	熊谷　 聖
	加瀬地区老人会会長
	022-356-4354

	水間　美枝
	利府町民生委員児童委員
	022-356-3327








（５）苦情解決の方法
・ 受付事務が窓口となり、直接、電話、書面等により随時受付を致します。又、第三者委員へ直接申し出ることもできます。
· 施設内数箇所に相談箱を設置しておりますので、相談箱への投函も受付けます。
· 苦情(相談)受付担当者が苦情(相談)を受付け後、苦情(相談)解決責任者及び第三者委員へ報告し、内容を確認した後、申し出人に対して受付けた旨を通知致します。
· 苦情(相談)解決責任者が苦情(相談)対応委員会を招集致します。メンバーは、介護支援専門員、支援相談員、介護職員、看護職員、事務員等の全職種から代表された職員10名によって構成され、苦情(相談)に対して誠意を持って話し合い、適切に解決ができるように努めます。又、苦情(相談)申し出人は、第三者委員の助言や立会いを求めることができます。





（６）その他の相談・苦情受付窓口としては、下記の窓口があります。
	①市町村の相談・苦情受付窓口
　　利府町役場保健福祉課
　　℡（代表）022-356-1334

	②国民健康保険団体連合会の苦情受付窓口
　　宮城県国民健康保険団体連合会
　　℡（代表）022-222-7700


　　






※利府町以外に、お住まいの方は、各市町村の担当課へご相談下さい。
10．施設利用にあたっての留意事項
　当施設のご利用にあたって、施設に入所されている利用者の共同生活の場としての快適性、安全性を確保するため、以下の事項をお守り下さい。
（１）面会
　　職員に申し出た上、面会簿に記入しご面会下さい。（面会時間：8時30分～19時まで）
（２）外出・外泊
　　外出・外泊をされる場合は事前に「行き先」と「帰宅時間」を職員にお申し出下さい。
（３）喫煙
　　喫煙は、決められた場所でお願いします。
（４）居室・設備・備品の利用
　　本来の用法に従いご利用下さい。これに反した利用により破損等が生じた場合、賠償して頂くことがあります。故意に、又はわずかな注意を払えば避けられたにもかかわらず、施設、設備を壊したり、汚したりした場合には、利用者のご負担により原状に復して頂くか、または相当の代価をお支払い頂く場合があります。
　又利用者に対するサービスの実施及び安全衛生等の管理上の必要があると認められる場合には、居室内に立ち入り、必要な措置を取ることができるものとします。但し、その場合、本人のプライバシー等の保護について、十分な配慮を行います。
（５）所持品・備品等の管理
　　原則自由です。
（６）金銭・貴重品の管理
　　金銭については、お預かりは致しません。本人や家族の管理とさせて頂きます。
（７）当施設では、多くの方に安心して療養生活を送って頂くために、営利行為、宗教の勧誘、特定の政治活動を行うことはできません。
（８）その他
　　当施設についての詳細は、パンフレットをご用意しておりますので、ご覧下さい。



11．災害対策
（１）非常災害設備
　　　警報設備／消火器／非常口／担架／スプリンクラー／煙探知機／防火扉
（２）災害予防
　　　防火管理者1名／火気責任者各室
（３）訓練
　　　消防計画に基づき年2回消防訓練を実施します。内1回は消防署の指導の下、実施します。                                                                                                    
                      
                           
12．サービス提供における事業者の義務   
　当施設では、利用者に対してサービスを提供するにあたって、以下のことを守ります。
（１）利用者の生命、身体、財産の安全・確保に配慮します。
（２）利用者の体調、健康状態から見て必要な場合には、医師又は看護職員と連携の上、利用者から聴取、確認します。
（３）利用者が受けている要介護認定の有効期限の満了日の30日前までに、要介護認定の更新の申請のために必要な援助を行います。
（４）利用者に対する身体的拘束その他行動を制限する行為を行いません。但し、利用者本人又は他の利用者の生命、身体を保護するために緊急やむを得ない場合には、記録を記載するなど、適切な手続きにより身体を拘束する場合があります。
（５）当施設でのサービスは、どのような介護サービスを提供すれば家庭に帰って頂ける状態になるかという施設サービス計画に基づいて提供されます。この計画は、利用者に関わるあらゆる職種の職員の協議によって作成されますが、その際、本人・扶養者(本人の家族・後見人等)の希望を十分に取り入れ、又計画の内容については同意を頂いた上でサービスを提供致します。
これらのサービス提供に関した記録は5年間保管します。この記録は利用者又は代理人の希望により閲覧・謄写できます。

13． 守秘義務
（１）事業者及びサービス従事者又は従業員は、指定居宅サービスを提供する上で知り得た利用者又はその家族等に関する事項を正当な理由なく第三者に漏洩しません。又、退職後も同様とします。この守秘義務は、本契約が終了した後も継続します。
（２）事業者は、利用者に緊急な医療上の必要性がある場合には、医療機関等に利用者に関する心身等の情報を提供できるものと致します。
　（３）前（１）、（２）項にかかわらず、利用者に係る他の居宅介護支援事業者との連携を図るなど正当な理由がある場合には、その情報が用いられる者の事前の同意を文書により得た上で、利用者又は家族等の個人情報を用いることができるものとします。

14．事業の通常の送迎実施地域
短期入所療養介護事業の通常の送迎実施地域は、利府町、七ヶ浜町、多賀城市全域、塩釜市（離島を除く）、仙台市宮城野区（仙石線と仙台バイパスの内側）、泉区（南光台及び八乙女駅付近まで）
（１）短期入所療養介護事業の通常の送迎実施地域を越えて送迎を希望する方は、送迎費の実費が必要となります。（片道10キロメートルまで500円）
                                                                                                       
15．サービス利用をやめる場合
　　入所期間中は、以下のような事由がない限り、継続してサービスを利用することができます。
（１）利用者が死亡した場合
（２）要介護認定により利用者の心身の状況が自立と判定された場合
（３）施設への入居期間が終了した場合
（４）事業者が破産した場合又はやむを得ない事由により施設を閉鎖した場合
（５）施設の減失や重大な毀捐により、利用者に対するサービスの提供が不可能になった場合
（６）当施設が介護保険の指定を取り消された場合又は指定を辞退した場合
（７）利用者から解約又は解除の申し出があった場合
尚、以下の事項に該当する場合には、即時に解約・解除することができます。
1 介護保険給付対象外サービスの利用料金の変更に同意できない場合。
2 事業者もしくはサービス従事者が正当な理由なく老人保健施設サービスを実施しない場合。
3 事業者もしくはサービス従事者が守秘義務に違反した場合
4 事業者もしくはサービス従事者が故意又は過失によりご契約者の身体・財物・信用等を傷つけ、又は著しい不信行為、その他本契約を継続しがたい重大な事情が認められる場合。
5 他の利用者が利用者の身体・財物・信用等を傷つけた場合もしくは傷つける恐れがある場合において、事業者が適切な対応をとらない場合。




（８）事業者から解除を申し出た場合
　　　以下の事項に該当する場合には、入所を解除させて頂くことがあります。
1 利用者が、入所時にその心身の状況及び病歴等の重要事項について、故意にこれを告げず、又は不実の告知を行い、その結果入所を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合。
2 利用者による、サービス利用料金の支払いが2ヶ月以上遅延し、相当期間を定めた催告にもかかわらずこれが支払われない場合。
3 利用者が、故意又は重大な過失により事業者又はサービス従事者もしくは他の利用者等の生命・身体・財物・信用等を傷つけ、又は著しい不信行為を行うことなどによって、入所を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合。
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